




























5．止空竺り （銃以外の方法）

止めさしは特に危険な作業なので、捕獲技術者の協力が得られる場合には、銃による方

法を含めて止めさし作業を依頼することも選択肢の一つです

► p29 参照（第 4 章 2 「捕獲技術者と作業を分担して捕獲を実施する」）

止めさし手順〇捕獲状況の確認→〇保定→〇止めさし→〇処分
・----------------------------------------------------------------------------------------・ 

止めさしと安全確保‘¥

. 2人以上で作業する

• 安全に実施できるようになるまで捕獲技術者（経験者）と一緒に実施する
．止めさし方法を複数準備し、状況に応じて方法を選択する

・捕獲されたシカの状態をしっかりと確認する

・シカの動きを制御して作業する

〇捕獲状況の確認
わなに近づく前の確認事項

●シカの可動範囲

● ワイヤーの状態（ワイヤーが切れないか）

●拘束状況（ワイヤーが足から抜けないか、

足がちぎれないか）

●根付木の状態

わなに近づく時

●シカの突進やワイヤーが切れることを

想定して斜面の下側以外から近づく

〇保定

保定具と使い方

・苫匹r■!!!5'»— 涼

首、角、足（わなにかかっている対 ：足（わなにかかっている対角の足） ：足をくくっているワイヤーに
角の足）をくくって動きを制限する ：に取り付けて動きを制限する ！引っかけて動きを制限する
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●保定具を用いて首、角、足（わなにかかっている対角の足）を固定する

●保定具にはロープを結び付け、ロープを周辺の木などに縛りつけて固定する

●ハンマーや木の棒などで気絶させる
注意）オスの角は危険です。角がある場合は必ず保定しましょう
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